
(57)【要約】

【課題】高段側圧縮機構と凝縮器とを備えた熱源側回路

に対して、低段側圧縮機構と蒸発器を備えた利用側回路

が複数台並列に接続されて２段圧縮冷凍サイクルを行う

冷媒回路を備えた冷凍装置において、蒸発器の除霜の際

に得た冷熱を他の蒸発器の冷却に利用する熱回収を行い

、適切な除霜運転を行うことである。

【解決手段】冷凍装置（10）は、室外回路（40）に対し

、第１及び第２利用側回路（140,141）が並列接続され

た冷媒回路（20）と、第１除霜部（260）を備えたコン

トローラ（250）とを備えている。第１除霜部（260）は

、第１利用側回路（140）の圧縮機（101,102）のみを運

転し、冷媒が圧縮機（101,102）を吐出した後、バイパ

ス管（139）を流れて第２冷却熱交換器（93）で凝縮し

、第１冷却熱交換器（83）で蒸発する冷凍サイクルを行

って除霜運転を行う。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 高 段 側 圧 縮 機 構 （ 41,42,43） と 凝 縮 器 （ 44） と を 備 え た 熱 源 側 回 路 （ 11） に 対 し て 、
低 段 側 圧 縮 機 構 （ 101,102,121,122,201,202） と 蒸 発 器 （ 83,93,183） と を 備 え た 利 用 側 回
路 （ 140,141,142） が 複 数 台 並 列 に 接 続 さ れ 、 ２ 段 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷 媒 回 路 （ 20
） と 、
　 　 上 記 各 低 段 側 圧 縮 機 構 （ 101,102,121,122,201,202） の 吐 出 側 と 吸 入 側 と に 接 続 さ れ
、 連 通 遮 断 自 在 な バ イ パ ス 通 路 （ 119,139,219） と 、
　 　 少 な く と も １ 台 の 上 記 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） を 除 霜 回 路 と し 、 少 な く と も １ 台
の 上 記 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） を 冷 却 回 路 と し 、 上 記 除 霜 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 及 び
上 記 高 段 側 圧 縮 機 構 （ 41,42,43） を 停 止 す る と 共 に 、 上 記 冷 却 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 を 駆
動 し 、 冷 媒 が 上 記 除 霜 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 を バ イ パ ス 通 路 を 介 し て バ イ パ ス し て 各 利 用
側 回 路 （ 140,141,142） の 間 で 冷 媒 を 循 環 さ せ 、 上 記 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 で 冷 媒 を 凝 縮 さ せ
て 除 霜 を 行 う 第 １ 除 霜 手 段 （ 260） と を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 請 求 項 １ に お い て 、
　 　 上 記 第 １ 除 霜 手 段 （ 260） は 、 上 記 除 霜 回 路 の 総 数 が 、 上 記 冷 却 回 路 の 総 数 以 下 と な
る よ う に 除 霜 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 請 求 項 １ に お い て 、
　 　 上 記 第 １ 除 霜 手 段 （ 260） は 、 上 記 除 霜 回 路 の 総 数 が 、 上 記 冷 却 回 路 の 総 数 以 上 と な
る よ う に 除 霜 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 請 求 項 １ に お い て 、
　 　 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） か ら 除 霜 要 求 が あ る と 、 上 記 第 １ 除 霜 手 段 （ 260）
に 代 わ り 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の 低 段 側 圧 縮 機 構 （ 101,102,121,122,201,2
02） を 停 止 す る と 共 に 、 高 段 側 圧 縮 機 構 （ 41,42,43） を 駆 動 し 、 冷 媒 が 各 利 用 側 回 路 （ 14
0,141,142） の 低 段 側 圧 縮 機 構 （ 101,102,121,122,201,202） を バ イ パ ス 通 路 （ 119,139,21
9） を 介 し て バ イ パ ス し て 各 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） と 熱 源 側 回 路 （ 11） と の 間 で 冷 媒
を 循 環 さ せ 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の 蒸 発 器 （ 83,93,183） で 冷 媒 を 凝 縮 さ せ
て 除 霜 を 行 う 第 ２ 除 霜 手 段 （ 270） を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 、 ２ 段 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷 媒 回 路 を 備 え た 冷 凍 装 置 に 関 し 、 特 に 蒸 発
器 の 除 霜 運 転 対 策 に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 従 来 よ り 、 ２ 段 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷 媒 回 路 を 備 え た 冷 凍 装 置 が 知 ら れ て お り 、
食 品 等 を 貯 蔵 す る 冷 蔵 庫 や 冷 凍 庫 等 の 冷 却 機 と し て 広 く 利 用 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 特 許 文 献 １ の 冷 凍 装 置 は 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 等 の 冷 凍 庫 内 の 空 気 を 冷 却 す る 冷 凍
装 置 で あ っ て 、 低 段 側 圧 縮 機 、 高 段 側 圧 縮 機 、 室 外 熱 交 換 器 、 及 び 冷 却 熱 交 換 器 が 順 に 接
続 さ れ た 冷 媒 回 路 を 備 え て い る 。 こ の 冷 凍 装 置 で は 、 冷 却 熱 交 換 器 を 蒸 発 器 と し 、 室 外 熱
交 換 器 を 凝 縮 器 と し て 、 上 記 低 段 側 圧 縮 機 及 び 高 段 側 圧 縮 機 を 運 転 し て 冷 媒 を ２ 段 階 に 圧
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縮 す る ２ 段 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル の 冷 却 運 転 が 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 冷 却 熱 交 換 器 に お け る
冷 媒 の 蒸 発 温 度 を 比 較 的 低 く す る こ と が で き る 。 こ の 冷 却 運 転 が 長 時 間 継 続 す る と 、 冷 却
熱 交 換 器 に 霜 が 付 着 し て 冷 却 能 力 が 低 下 す る 。 そ こ で 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ に 示 す よ う に
、 電 気 ヒ ー タ に よ り 加 熱 し た 空 気 を 冷 却 熱 交 換 器 に 供 給 し て 除 霜 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 一 方 、 こ の よ う な 冷 凍 装 置 に お い て 、 高 段 側 圧 縮 機 か ら 吐 出 し た 冷 媒 を 冷 却 熱 交 換 器
に 供 給 し て 、 冷 却 熱 交 換 器 の 除 霜 運 転 を 行 う よ う に し た も の が あ る 。 こ の 冷 凍 装 置 の 冷 媒
回 路 で は 、 高 段 側 圧 縮 機 と 室 外 熱 交 換 器 と を 備 え る 室 外 回 路 に 対 し て 、 低 段 側 圧 縮 機 と 冷
却 熱 交 換 器 と を 備 え る 冷 却 回 路 が ２ 台 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 冷 凍 装 置 の 除 霜 運 転 で
は 、 各 低 段 側 圧 縮 機 を 停 止 す る 一 方 、 高 段 側 圧 縮 機 の み を 駆 動 し て 、 高 段 側 圧 縮 機 の 吐 出
冷 媒 が 、 冷 却 熱 交 換 器 に 流 れ て 凝 縮 し た 後 に 室 外 熱 交 換 器 で 蒸 発 し て 、 冷 媒 が 冷 媒 回 路 を
冷 却 運 転 と 逆 サ イ ク ル に 循 環 す る 。 こ の 逆 サ イ ク ル の 除 霜 運 転 は 、 冷 却 熱 交 換 器 の 内 部 か
ら 霜 を 加 温 す る の で 、 電 気 ヒ ー タ に よ る 除 霜 に 比 べ て 除 霜 時 間 の 短 縮 化 を 図 る こ と が で き
る と 共 に 、 加 熱 し た 空 気 が 冷 凍 庫 内 へ 流 入 す る こ と な い の で 、 庫 内 温 度 の 上 昇 を 招 来 す る
こ と が な い （ 特 願 ２ ０ ０ ５ － ２ ０ ０ ２ ４ ０ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ８ ２ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ９ － ３ ２ ４ ９ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 し か し な が ら 、 上 記 冷 却 回 路 が 並 列 に 接 続 さ れ た 冷 媒 回 路 を 備 え 、 逆 サ イ ク ル の 除 霜
運 転 を 行 う 冷 凍 装 置 で は 、 一 方 の 冷 却 熱 交 換 器 の 除 霜 中 に は 、 他 方 の 冷 却 熱 交 換 器 で 冷 却
を 行 う 必 要 が あ っ て も 冷 却 を 行 う こ と が で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 逆 サ イ ク
ル の 除 霜 運 転 で は 、 冷 媒 が 冷 却 熱 交 換 器 の 除 霜 を 行 っ て 得 た 冷 熱 を 室 外 熱 交 換 器 で 室 外 に
捨 て て し ま う こ と に な り 、 こ の 冷 熱 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き な い と い う 問 題 点 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 熱 源 側 回 路 に 対 し て 、 利 用 側 回 路
が 複 数 台 並 列 に 接 続 さ れ て ２ 段 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷 凍 装 置 に お い て 、 蒸 発 器 の 除 霜
で 得 た 冷 熱 を 他 の 蒸 発 器 に お け る 冷 却 に 利 用 し て 熱 回 収 を 行 う こ と に よ り 省 エ ネ ル ギ ー 化
を 図 る と 共 に 、 各 蒸 発 器 に 対 応 し た 適 切 な 除 霜 運 転 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 第 １ の 発 明 は 、 高 段 側 圧 縮 機 構 （ 41,42,43） と 凝 縮 器 （ 44） と を 備 え た 熱 源 側 回 路 （
11） に 対 し て 、 低 段 側 圧 縮 機 構 （ 101,102,121,122,201,202） と 蒸 発 器 （ 83,93,183） を 備
え た 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） が 複 数 台 並 列 に 接 続 さ れ 、 ２ 段 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う
冷 媒 回 路 （ 20） と 、 上 記 各 低 段 側 圧 縮 機 構 （ 101,102,121,122,201,202） の 吐 出 側 と 吸 入
側 と に 接 続 さ れ 、 連 通 遮 断 自 在 な バ イ パ ス 通 路 （ 119,139,219） と 、 少 な く と も １ 台 の 上
記 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） を 除 霜 回 路 と し 、 少 な く と も １ 台 の 上 記 利 用 側 回 路 （ 140,1
41,142） を 冷 却 回 路 と し 、 上 記 除 霜 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 及 び 上 記 高 段 側 圧 縮 機 構 （ 41,4
2,43） を 停 止 す る と 共 に 、 上 記 冷 却 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 を 駆 動 し 、 冷 媒 が 上 記 除 霜 回 路
の 低 段 側 圧 縮 機 構 を バ イ パ ス 通 路 を 介 し て バ イ パ ス し て 各 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の
間 で 冷 媒 を 循 環 さ せ 、 上 記 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 で 冷 媒 を 凝 縮 さ せ て 除 霜 を 行 う 第 １ 除 霜 手 段
（ 260） と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 こ の 第 １ の 発 明 で は 、 上 記 第 １ 除 霜 手 段 （ 260） に よ り 、 上 記 冷 却 回 路 の 低 段 側 圧 縮
機 構 か ら 吐 出 し た 冷 媒 が 、 上 記 除 霜 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 を バ イ パ ス 通 路 を 介 し て 吐 出 側
か ら 吸 入 側 へ バ イ パ ス し 、 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 で 凝 縮 し た 後 に 冷 却 回 路 の 蒸 発 器 で 蒸 発 す る
。 こ れ に よ り 、 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 の 除 霜 を 行 う 共 に 、 こ の 除 霜 の 際 に 冷 媒 が 得 た 冷 熱 を 、
冷 却 回 路 の 蒸 発 器 に お け る 冷 却 に 利 用 し て 熱 回 収 を 行 う 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 上 記 第 １ 除 霜 手 段 （ 260） は 、 上 記 除 霜 回 路 の
総 数 が 、 上 記 冷 却 回 路 の 総 数 以 下 と な る よ う に 除 霜 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 こ の 第 ２ の 発 明 で は 、 除 霜 回 路 の 総 数 以 上 の 冷 却 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 か ら 吐 出 し た
冷 媒 が 、 上 記 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 を 流 れ て 、 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 の 除 霜 を 短 時 間 で 確 実 に 行 う
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 上 記 第 １ 除 霜 手 段 （ 260） は 、 上 記 除 霜 回 路 の
総 数 が 、 上 記 冷 却 回 路 の 総 数 以 上 と な る よ う に 除 霜 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 こ の 第 ３ の 発 明 で は 、 冷 却 回 路 の 総 数 以 上 の 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 で 冷 熱 を 得 た 冷 媒 が 、
上 記 冷 却 回 路 の 蒸 発 器 を 流 れ て 、 冷 却 回 路 の 蒸 発 器 に お け る 冷 却 を 確 実 に 行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 第 ４ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） か ら 除 霜 要
求 が あ る と 、 上 記 第 １ 除 霜 手 段 （ 260） に 代 わ り 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の 低
段 側 圧 縮 機 構 （ 101,102,121,122,201,202） を 停 止 す る と 共 に 、 高 段 側 圧 縮 機 構 （ 41,42,4
3） を 駆 動 し 、 冷 媒 が 各 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の 低 段 側 圧 縮 機 構 （ 101,102,121,122,
201,202） を バ イ パ ス 通 路 （ 119,139,219） を 介 し て バ イ パ ス し て 各 利 用 側 回 路 （ 140,141,
142） と 熱 源 側 回 路 （ 11） と の 間 で 冷 媒 を 循 環 さ せ 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の
蒸 発 器 （ 83,93,183） で 冷 媒 を 凝 縮 さ せ て 除 霜 を 行 う 第 ２ 除 霜 手 段 （ 270） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 こ の 第 ４ の 発 明 で は 、 第 ２ 除 霜 手 段 （ 270） を 備 え て い る の で 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 1
40,141,142） か ら 除 霜 要 求 が あ っ た 場 合 は 、 高 段 側 圧 縮 機 構 （ 41,42,43） か ら 吐 出 し た 冷
媒 を 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の 蒸 発 器 （ 83,93,183） に 供 給 し て 凝 縮 さ せ 、 該 蒸
発 器 （ 83,93,183） を 確 実 に 除 霜 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 上 記 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 冷 却 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 か ら 吐 出 し た 冷 媒 が 、 上 記
除 霜 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 を バ イ パ ス 通 路 を 介 し て 吐 出 側 か ら 吸 入 側 へ バ イ パ ス し 、 除 霜
回 路 の 蒸 発 器 で 凝 縮 し た 後 に 冷 却 回 路 の 蒸 発 器 で 蒸 発 す る よ う に し た た め に 、 除 霜 回 路 の
蒸 発 器 の 除 霜 が 行 う こ と が で き る と 共 に 、 冷 媒 が 該 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 で 得 た 冷 熱 を 、 冷 却
回 路 の 蒸 発 器 に お け る 冷 却 に 利 用 し て 熱 回 収 を 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 並 列
接 続 さ れ た 各 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の 各 蒸 発 器 （ 83,93,183） で 除 霜 及 び 冷 却 を 同 時
に 行 う こ と が で き る と 共 に 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 除 霜 回 路 の 総 数 以 上 の 冷 却 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 か
ら 吐 出 し た 冷 媒 が 、 上 記 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 を 流 れ る の で 、 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 の 除 霜 を 短 時
間 で 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 着 霜 量 が 多 い 場 合 で あ っ て も 、 確 実 に 除 霜 を 行 う こ と が で
き る の で 、 除 霜 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 冷 却 回 路 の 総 数 以 上 の 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 で 冷 熱 を 得
た 冷 媒 が 、 上 記 冷 却 回 路 の 蒸 発 器 を 流 れ る の で 、 冷 却 回 路 の 蒸 発 器 に お け る 冷 却 を 確 実 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） か ら 除 霜 要 求 が
あ る と 、 上 記 第 １ 除 霜 手 段 （ 260） に 代 わ り 、 各 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） と 熱 源 側 回 路
（ 11） と の 間 で 冷 媒 を 循 環 さ せ て 除 霜 を 行 う 第 ２ 除 霜 手 段 （ 270） を 備 え る よ う に し た た
め に 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） か ら 除 霜 要 求 が あ っ た 場 合 は 、 高 段 側 圧 縮 機 構
（ 41,42,43） か ら 吐 出 し た 冷 媒 を 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の 蒸 発 器 （ 83,93,1
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83） に 供 給 し て 、 上 記 蒸 発 器 （ 83,93,183） を 確 実 に 除 霜 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 《 発 明 の 実 施 形 態 １ 》
　 　 本 実 施 形 態 の 実 施 形 態 １ は 、 図 １ に 示 す 冷 凍 装 置 （ 10） で あ っ て 、 ２ つ の 冷 凍 庫 内 の
冷 却 運 転 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 10） は 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 11） と 第 １ 冷 凍
ユ ニ ッ ト （ 12） と 第 ２ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 13） と 第 １ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 14） と 第 ２ ブ ー ス タ
ユ ニ ッ ト （ 15） と 冷 凍 装 置 の 運 転 動 作 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ （ 250） と を 備 え て い る 。
室 外 ユ ニ ッ ト （ 11） は 、 屋 外 に 設 置 さ れ る 一 方 、 残 り の ユ ニ ッ ト （ 12,13,14,15） は 、 屋
内 に 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 12） 及 び 上 記 第 ２ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 13
） は ２ つ の 冷 凍 庫 内 に 、 そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 室 外 ユ ニ ッ ト （ 11） に は 室 外 回 路 （ 40） が 、 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 12） に は 第 １ 冷 凍 回
路 （ 80） が 、 第 ２ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 13） に は 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） が 、 第 １ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト
（ 14） に は 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） が 、 第 ２ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 15） に は 、 第 ２ ブ ー
ス タ 回 路 （ 120） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ の 冷 凍 装 置 （ 10） で は 、 こ れ ら の 回 路 （ 4
0,80,90,100,120） を 配 管 で 接 続 す る こ と に よ っ て 、 蒸 気 圧 縮 式 の 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷
媒 回 路 （ 20） が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 上 記 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） 及 び 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） は 、 互 い に 直 列 に 接 続 さ れ て
第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） を 構 成 し て い る 。 上 記 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） 及 び 第 ２ ブ ー ス タ 回 路
（ 120） は 、 互 い に 直 列 に 接 続 さ れ て 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） を 構 成 し て い る 。 上 記 第 １ 利
用 側 回 路 （ 140） 及 び 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） は 、 上 記 室 外 回 路 （ 40） に 対 し て 並 列 に 接 続
さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 上 記 室 外 回 路 （ 40） は 、 熱 源 側 回 路 に 構 成 さ れ る 一 方 、 第
１ 及 び 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 140,141） は 複 数 の 利 用 側 回 路 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 具 体 的 に 、 室 外 回 路 （ 40） の 液 側 端 及 び ガ ス 側 端 に は 、 第 １ 閉 鎖 弁 （ 21） 及 び 第 ２ 閉
鎖 弁 （ 22） が 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） の 端 部 に は 第 ３ 閉 鎖 弁 （ 23） が 、 第 ２ ブ ー ス タ
回 路 （ 120） の 端 部 に は 第 ４ 閉 鎖 弁 （ 24） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 １ 閉 鎖 弁 （ 2
1） に は 、 液 連 絡 配 管 （ 31） の 一 端 が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 液 連 絡 配 管 （ 31） の 他 端 は ２
つ に 分 岐 し て お り 、 分 岐 し た 一 方 が 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） の 端 部 に 、 他 方 が 第 ２ 冷 凍 回 路 （
90） の 端 部 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 上 記 第 ２ 閉 鎖 弁 （ 22） に は 、 ガ ス 連 絡 配 管 （ 32）
の 一 端 が 接 続 さ れ て い る 。 こ の ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） の 他 端 は ２ つ に 分 岐 し て お り 、 分 岐 し
た 一 方 が 上 記 第 ３ 閉 鎖 弁 （ 23） に 、 他 方 が 第 ４ 閉 鎖 弁 （ 24） に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 〈 室 外 ユ ニ ッ ト 〉
　 　 室 外 ユ ニ ッ ト （ 11） の 室 外 回 路 （ 40） に は 、 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） 、 第 １ 固 定 容
量 圧 縮 機 （ 42） 、 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 43） 、 室 外 熱 交 換 器 （ 44） 、 レ シ ー バ （ 45） 、 過
冷 却 熱 交 換 器 （ 46） 、 第 １ 室 外 膨 張 弁 （ 47） 、 第 ２ 室 外 膨 張 弁 （ 48） 、 及 び 四 路 切 換 弁 （
49） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 上 記 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） 、 第 １ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 42） 、 及 び 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮
機 （ 43） は 、 何 れ も 全 密 閉 型 で 高 圧 ド ー ム 型 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 で あ り 、 高 段 側 圧 縮 機 構
に 構 成 さ れ て い る 。 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） は 、 イ ン バ ー タ を 介 し て 電 力 が 供 給 さ れ 、
該 イ ン バ ー タ の 出 力 周 波 数 を 変 化 さ せ て 圧 縮 機 モ ー タ の 回 転 速 度 を 変 更 す る こ と に よ り 、
容 量 可 変 に 構 成 さ れ て い る 。 一 方 、 第 １ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 42） 及 び 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （
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43） は 、 圧 縮 機 モ ー タ が 常 に 一 定 の 回 転 速 度 で 運 転 さ れ る も の で あ っ て 、 容 量 固 定 に 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） の 吸 入 側 に は 第 １ 吸 入 管 （ 61） が 、 第 １ 固 定 容 量 圧 縮 機 （
42） の 吸 入 側 に は 第 ２ 吸 入 管 （ 62） の 一 端 が 、 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 43） の 吸 入 側 に は 第
３ 吸 入 管 （ 63） の 一 端 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 吸 入 管 （ 61,62,63） の 他 端 は
、 高 段 側 吸 入 管 （ 64） を 介 し て 四 路 切 換 弁 （ 49） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  　 上 記 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） の 吐 出 側 に は 第 １ 吐 出 管 （ 65） が 、 第 １ 固 定 容 量 圧 縮
機 （ 42） の 吐 出 側 に は 第 ２ 吐 出 管 （ 66） が 、 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 43） の 吐 出 側 に は 第 ３
吐 出 管 （ 67） が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 吐 出 管 （ 65,66,67） の 他 端 は 、 高 段 側
吐 出 管 （ 68） を 介 し て 上 記 四 路 切 換 弁 （ 49） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 44） は 、 ク ロ ス フ ィ ン 式 の フ ィ ン ・ ア ン ド ・ チ ュ ー ブ 型 熱 交 換 器
で あ っ て 、 凝 縮 器 に 構 成 さ れ て い る 。 室 外 熱 交 換 器 （ 44） の 近 傍 に は 、 室 外 フ ァ ン （ 50）
が 設 け ら れ て い る 。 こ の 室 外 熱 交 換 器 （ 44） で は 、 上 記 室 外 フ ァ ン （ 50） が 送 風 す る 室 外
空 気 と 冷 媒 と の 間 で 熱 交 換 が 行 わ れ る 。 室 外 熱 交 換 器 （ 44） の 一 端 は 、 第 ５ 閉 鎖 弁 （ 25）
を 介 し て 四 路 切 換 弁 （ 49） に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 室 外 熱 交 換 器 （ 44） の 他 端 は 、 第 １
液 管 （ 71） を 介 し て レ シ ー バ （ 45） の 頂 部 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 上 記 過 冷 却 熱 交 換 器 （ 46） は 、 高 圧 側 流 路 （ 46a） と 低 圧 側 流 路 （ 46b） と を 備 え 、 各
流 路 （ 46a,46b） を 流 れ る 冷 媒 同 士 を 熱 交 換 さ せ る も の で あ る 。 こ の 過 冷 却 熱 交 換 器 （ 46
） は 、 例 え ば プ レ ー ト 熱 交 換 器 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 上 記 高 圧 側 流 路 （ 46a） の 流 入 端 は 、 レ シ ー バ （ 45） の 底 部 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た
、 上 記 高 圧 側 流 路 （ 46a） の 流 出 端 は 、 第 ２ 液 管 （ 72） を 介 し て 上 記 第 １ 閉 鎖 弁 （ 21） に
接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 上 記 低 圧 側 流 路 （ 46b） の 流 入 端 は 、 第 １ 分 岐 管 （ 73） を 介 し て
上 記 第 ２ 液 管 （ 72） の 途 中 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 低 圧 側 流 路 （ 46b） の 流 出 端 は
、 上 記 高 段 側 吸 入 管 （ 64） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 上 記 第 ２ 液 管 （ 72） に は 、 上 記 第 １ 分 岐 管 （ 73） の 接 続 部 と 第 １ 閉 鎖 弁 （ 21） と の 間
に 第 ２ 分 岐 管 （ 74） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 該 第 ２ 分 岐 管 （ 74） の 他 端 は 、 上 記 第 １ 液 管 （ 71
） に お け る 室 外 熱 交 換 器 （ 44） と レ シ ー バ （ 45） と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 上 記 第 １ 分 岐 管 （ 73） に は 、 上 記 第 １ 室 外 膨 張 弁 （ 47） が 設 け ら れ て い る 。 該 第 １ 室
外 膨 張 弁 （ 47） は 、 開 度 が 調 節 可 能 な 電 子 膨 張 弁 で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ 分 岐 管 （
73） に は 、 上 記 第 １ 室 外 膨 張 弁 （ 47） の 上 流 側 に 第 ３ 分 岐 管 （ 75） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 該
第 ３ 分 岐 管 （ 75） の 他 端 は 、 上 記 第 １ 液 管 （ 71） に お け る 第 ２ 分 岐 管 （ 74） の 接 続 部 と 室
外 熱 交 換 器 （ 44） と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 第 ３ 分 岐 管 （ 75） に は 、 上 記 第 ２ 室 外 膨
張 弁 （ 48） が 設 け ら れ て い る 。 該 第 ２ 室 外 膨 張 弁 （ 48） は 、 開 度 が 調 節 可 能 な 電 子 膨 張 弁
で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 上 記 四 路 切 換 弁 （ 49） は 、 第 １ の ポ ー ト が 高 段 側 吐 出 管 （ 68） に 、 第 ２ の ポ ー ト が 高
段 側 吸 入 管 （ 64） に 、 第 ３ の ポ ー ト が 室 外 熱 交 換 器 （ 44） に 、 第 ４ の ポ ー ト が 第 ２ 閉 鎖 弁
（ 22） に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 該 四 路 切 換 弁 （ 49） は 、 第 １ の ポ ー ト と 第 ３ の ポ ー ト
が 互 い に 連 通 し て 第 ２ の ポ ー ト と 第 ４ の ポ ー ト が 互 い に 連 通 す る 第 １ 状 態 （ 図 １ に 実 線 で
示 す 状 態 ） と 、 第 １ の ポ ー ト と 第 ４ の ポ ー ト が 互 い に 連 通 し て 第 ２ の ポ ー ト と 第 ３ ポ ー ト
が 互 い に 連 通 す る 第 ２ 状 態 （ 図 １ に 破 線 で 示 す 状 態 ） と に 切 り 換 え 可 能 に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 　 ま た 、 室 外 回 路 （ 20） に は 、 高 段 側 油 分 離 器 （ 56） 及 び ３ つ の 油 戻 し 管 （ 57,58,59）
も 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 高 段 側 油 分 離 器 （ 56） は 、 高 段 側 吐 出 管 （ 68） に 設 け ら れ 、 高 段 側 圧 縮 機 構 を 構 成 す
る 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） の 吐 出 冷 媒 か ら 冷 凍 機 油 を 分 離 す る た め の も の で あ る 。 高 段 側 油
分 離 器 （ 56） に は 、 第 １ 油 戻 し 管 （ 57） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 該 第 １ 油 戻 し 管 （ 57） の 他 端
は 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 第 １ 油 戻 し 管 （ 57） に は 、 電 磁 弁 （ SV-1）
が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ 油 戻 し 管 （ 57） に は 、 電 磁 弁 （ SV-1） の 上 流 側 に 第 ２
油 戻 し 管 （ 58） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 該 第 ２ 油 戻 し 管 （ 58） の 他 端 は 、 第 ２ 吸 入 管 （ 61b）
に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 上 記 第 １ 油 戻 し 管 （ 57） に は 、 高 段 側 油 分 離 器 （ 56） と 第 ２
油 戻 し 管 （ 58） と の 間 に は 、 第 ３ 油 戻 し 管 （ 59） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 該 第 ３ 油 戻 し 管 （ 59
） の 他 端 は 、 第 ３ 吸 入 管 （ 63） に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 第 ３ 油 戻 し 管 （ 59） に は 、 電 磁 弁
（ SV-3） が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 各 電 磁 弁 （ SV-1,SV-2.SV-3） を 開 く と 、 高 段 側 油 分
離 器 （ 56） で 分 離 さ れ た 冷 凍 機 油 が 、 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） の 吸 入 側 に 送 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 室 外 回 路 （ 40） に は 、 各 種 の セ ン サ や 圧 力 ス イ ッ チ も 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、 上
記 高 段 側 吸 入 管 （ 64） に は 第 １ 吸 入 温 度 セ ン サ （ 151） と 第 １ 吸 入 圧 力 セ ン サ （ 152） が 設
け ら れ て い る 。 上 記 第 １ 吐 出 管 （ 65） に は 、 第 １ 高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 153） と 第 １ 吐 出 温
度 セ ン サ （ 154） と 第 １ 吐 出 圧 力 セ ン サ （ 155） が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ２ 吐 出 管 （ 66）
に は 、 第 ２ 高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 156） と 第 ２ 吐 出 温 度 セ ン サ （ 157） と が 設 け ら れ て い る 。
上 記 第 ３ 吐 出 管 （ 67） に は 、 第 ３ 高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 158） と 第 ３ 吐 出 温 度 セ ン サ （ 159）
と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 44） の 室 外 フ ァ ン （ 50） の 近 傍 に は 、 外 気 温 度
セ ン サ （ 160） が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ２ 液 管 （ 72） に は 、 液 温 度 セ ン サ （ 161） が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 ま た 、 室 外 回 路 （ 40） に は 、 一 方 向 の 冷 媒 の 流 通 を 許 容 し つ つ 、 こ の 方 向 と は 逆 の 冷
媒 の 流 通 を 禁 止 す る 複 数 の 逆 止 弁 も 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、 上 記 第 １ 吐 出 管 （ 65） に
は 、 逆 止 弁 （ CV-1） が 、 上 記 第 ２ 吐 出 管 （ 66） に は 、 逆 止 弁 （ CV-2） が 、 上 記 第 ３ 吐 出 管
（ 67） に は 、 逆 止 弁 （ CV-3） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ 液 管 （ 71） に お
け る 第 ３ 分 岐 管 （ 75） の 接 続 部 と 第 ２ 分 岐 管 （ 74） の 接 続 部 と の 間 に は 、 逆 止 弁 （ CV-4）
が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ２ 液 管 （ 72） に お け る 第 １ 分 岐 管 （ 73） の 接 続 部 と 第 ２ 分 岐 管
（ 74） の 接 続 部 と の 間 に は 、 逆 止 弁 （ CV-5） が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ２ 分 岐 管 （ 74） に
は 、 逆 止 弁 （ CV-6） が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ れ ら の 逆 止 弁 （ CV-1,CV-2,… ） は 、 図 １
の 逆 止 弁 を 示 す 記 号 に 付 し た 矢 印 の 方 向 へ の 冷 媒 の 流 通 だ け を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 〈 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 12） の 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） で は 、 そ の 液 側 端 か ら ガ ス 側 端 へ
向 か っ て 順 に 、 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） 、 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） 、 及 び 第 １ 冷 却 熱 交
換 器 （ 83） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 上 記 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） は 、 ク ロ ス フ ィ ン 式 の フ ィ ン ・ ア ン ド ・ チ ュ ー ブ 型 熱 交
換 器 で あ っ て 、 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） の 蒸 発 器 に 構 成 さ れ て い る 。 上 記 第 １ 室 内 膨 張 弁
（ 82） は 、 開 度 が 調 節 可 能 な 電 子 膨 張 弁 で 構 成 さ れ て い る 。 上 記 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83）
の 近 傍 に は 、 第 １ 庫 内 フ ァ ン （ 84） が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で は 、 第
１ 庫 内 フ ァ ン （ 84） が 送 風 す る 庫 内 空 気 と 冷 媒 と の 間 で 熱 交 換 が 行 わ れ る 。 ま た 、 第 １ 冷
却 熱 交 換 器 （ 83） の 下 方 に は 、 第 １ ド レ ン パ ン （ 85） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 １ ド レ ン
パ ン （ 85） は 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） の 表 面 か ら 落 下 す る 霜 や 結 露 水 を 回 収 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 　 上 記 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） は 、 上 記 第 １ ド レ ン パ ン （ 85） の 底 面 に 沿 う よ う に
し て 配 設 さ れ た 冷 媒 配 管 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） は 、 第 １ ド
レ ン パ ン （ 85） に 回 収 さ れ た 霜 や 、 第 １ ド レ ン パ ン （ 85） 内 の 液 滴 が 凍 結 し て 生 成 さ れ る
氷 塊 を 、 冷 媒 の 熱 を 利 用 し て 融 解 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 ま た 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） に は 、 ３ つ の 温 度 セ ン サ が 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、 第
１ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） の 伝 熱 管 に は 、 第 １ 蒸 発 温 度 セ ン サ （ 162） が 設 け ら れ て い る 。 第
１ 冷 凍 回 路 （ 80） に お け る ガ ス 側 端 の 近 傍 に は 、 第 １ ガ ス 温 度 セ ン サ （ 163） が 設 け ら れ
て い る 。 第 １ 庫 内 フ ァ ン （ 84） の 近 傍 に は 、 第 １ 庫 内 温 度 セ ン サ （ 164） が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 　 〈 第 ２ 冷 凍 ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 第 ２ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 13） の 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） は 、 上 記 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） と 同
様 の 構 成 で あ る 。 即 ち 、 上 記 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） に は 、 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） 、 第
２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器
（ 93） は 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） の 蒸 発 器 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ２ 冷 凍 ユ ニ
ッ ト （ 13） に は 、 上 記 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 12） と 同 様 に し て 、 第 ２ 庫 内 フ ァ ン （ 94） 及 び
第 ２ ド レ ン パ ン （ 95） が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） に は 、 上 記 第 １ 冷 凍
回 路 （ 80） と 同 様 に し て 、 第 ２ 蒸 発 温 度 セ ン サ （ 165） 、 第 ２ ガ ス 温 度 セ ン サ （ 166） 、 及
び 第 ２ 庫 内 温 度 セ ン サ （ 167） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 　 〈 第 １ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 第 １ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 14） の 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） は 、 第 １ ブ ー ス タ 連 絡
管 （ 33） を 介 し て 上 記 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） の ガ ス 側 端 と 接 続 さ れ て い る 。 こ の 第 １ ブ ー ス
タ 回 路 （ 100） に は 、 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102）  が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 上 記 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） は 、 何 れ も 全 密 閉 型
で 高 圧 ド ー ム 型 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 で あ り 、 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） の 低 段 側 圧 縮 機 構 に
構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） に は 、 イ ン バ ー タ を 介 し て 電 力 が 供 給 さ れ
、 イ ン バ ー タ の 出 力 周 波 数 を 変 化 さ せ て 圧 縮 機 モ ー タ の 回 転 速 度 を 変 更 す る こ と に よ り 、
容 量 可 変 に 構 成 さ れ て い る 。 一 方 、 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） は 、 圧 縮 機 モ ー タ が 常 に
一 定 の 回 転 速 度 で 運 転 さ れ る も の で あ っ て 、 容 量 固 定 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 　 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） の 吸 入 側 に は 第 ４ 吸 入 管 （ 111） の 一 端 が 、 第 ３ 固 定 容 量
圧 縮 機 （ 102） の 吸 入 側 に は 第 ５ 吸 入 管 （ 112） の 一 端 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら
の 吸 入 管 （ 111,112） の 他 端 は 、 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） を 介 し て 上 記 第 １ ブ ー ス タ 連 絡
管 （ 33） と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） の 吐 出 側 に は 第 ４ 吐 出 管 （ 114） の 一 端 が 、 第 ３ 固 定 容 量
圧 縮 機 （ 102） の 吐 出 側 に は 第 ５ 吐 出 管 （ 115） の 一 端 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら
の 吐 出 管 （ 114,115） の 他 端 は 、 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） を 介 し て 上 記 第 ３ 閉 鎖 弁 （ 23）
と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 　 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に は 、 第 １ 低 段 側 油 分 離 器 （ 26） と 第 １ 低 段 側 油 戻 し 管 （ 2
7） 、 第 １ 油 排 出 管 （ 117） 、 第 １ 油 供 給 管 （ 28） 、 第 １ 逃 が し 管 （ 118） 、 及 び 第 １ バ イ
パ ス 管 （ 119） も 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 　 第 １ 低 段 側 油 分 離 器 （ 26） は 、 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） に 設 け ら れ 、 第 ２ 可 変 容 量
圧 縮 機 （ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） の 吐 出 冷 媒 か ら 冷 凍 機 油 を 分 離 す る た め の
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も の で あ る 。 第 １ 低 段 側 油 分 離 器 （ 26） に は 、 第 １ 低 段 側 油 戻 し 管 （ 27） の 一 端 が 接 続 さ
れ 、 該 第 １ 低 段 側 油 戻 し 管 （ 27） の 他 端 は 、 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） に 接 続 さ れ て い る
。 上 記 第 １ 油 戻 し 管 （ 27） に は 、 電 磁 弁 （ SV-5） が 設 け ら れ て い る 。 該 電 磁 弁 （ SV-5） を
開 く と 、 低 段 側 油 分 離 器 （ 26） で 分 離 さ れ た 冷 凍 機 油 が 、 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） を 流
れ 、 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） の 吸 入 側 に 送 り 返 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 上 記 第 １ 油 排 出 管 （ 117） は 、 一 端 が 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） の 油 排 出 口 に 接 続 さ
れ 、 他 端 が 上 記 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ 油 排 出 管 （ 117） に は 、
電 磁 弁 （ SV-6） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 電 磁 弁 （ SV-6） は 、 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101）
内 の 冷 凍 機 油 が 過 剰 と な る 場 合 に 開 状 態 と な る 。 そ の 結 果 、 こ の 冷 凍 機 油 は 、 上 記 第 １ 油
排 出 管 （ 117） を 介 し て 室 外 回 路 （ 40） 側 へ 流 れ 込 み 、 上 記 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） や
第 １ ， 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 42,43） に 吸 入 さ れ る 。 ま た 、 こ の 第 １ 油 排 出 管 （ 117） に は
、 電 磁 弁 （ SV-6） の 上 流 に 、 第 １ 油 供 給 管 （ 28） の 一 端 が 接 続 し 、 該 油 供 給 管 （ 28） の 他
端 は 、 第 ５ 吸 入 管 （ 112） に 接 続 さ れ て い る 。 該 第 １ 油 供 給 管 （ 28） に は 、 電 磁 弁 （ SV-7
） が 設 け ら れ て い る 。 該 電 磁 弁 （ SV-7） が 開 く と 、 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） の 吸 入 側
に 冷 凍 機 油 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 上 記 第 １ 逃 が し 管 （ 118） は 、 一 端 が 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） に 接 続 さ れ 、 他 端 が 第
１ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 第 １ 逃 が し 管 （ 118） は 、 冷 凍 装 置 （ 10）
の 冷 却 運 転 中 に 、 第 ブ ー ス タ 回 路 （ 100） が 室 外 回 路 （ 40） よ り 高 圧 と な る 逆 差 圧 状 態 に
な っ て 、 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） の 運 転 が 停 止 す る 際
等 に 、 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） を 流 れ る 冷 媒 を 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） を 介 し て 室 外 回
路 （ 40） 側 へ 送 り 込 み 、 上 記 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） や 第 １ ， 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 42
,43） に 吸 入 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 上 記 第 １ バ イ パ ス 管 （ 119） は 、 一 端 が 上 記 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） に 接 続 さ れ る 一
方 、 他 端 が 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ バ イ パ ス 管 （ 119
） に は 、 電 磁 弁 （ SV-4） が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 上 記 第 １ バ イ パ ス 管 （ 119
） は 、 低 段 側 圧 縮 機 構 を 構 成 す る 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） や 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102
） を バ イ パ ス し 、 電 磁 弁 （ SV-4） の 開 閉 に よ り 、 連 通 遮 断 自 在 な バ イ パ ス 通 路 に 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 　 ま た 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に は 、 各 種 の セ ン サ や 圧 力 ス イ ッ チ も 設 け ら れ て い
る 。 具 体 的 に 、 上 記 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） に は 第 ２ 吸 入 温 度 セ ン サ （ 168） が 設 け ら れ
て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） に は 、 配 管 を 介 し て 該 第 ２ 吸 入 圧 力 セ ン サ
（ 169） が 接 続 さ れ て い る 。 該 第 ２ 吸 入 圧 力 セ ン サ （ 169） を 配 管 を 介 し て 設 け る の は 、 冷
却 熱 交 換 器 （ 83） を 流 れ た 低 温 の 冷 媒 が 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） に 流 入 し て 、 上 記 第 ２
吸 入 圧 力 セ ン サ （ 169） が 破 損 す る こ と を 防 止 す る た め で あ る 。 上 記 第 ４ 吐 出 管 （ 114） に
は 、 第 ４ 高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 170） と 第 ４ 吐 出 温 度 セ ン サ （ 171） と が 設 け ら れ て い る 。 上
記 第 ５ 吐 出 管 （ 115） に は 、 第 ５ 高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 172） と 第 ５ 吐 出 温 度 セ ン サ （ 173）
と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） に は 、 第 ２ 吐 出 圧 力 セ ン サ （ 174） が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 ま た 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に は 、 複 数 の 逆 止 弁 も 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、
上 記 第 ４ 吐 出 管 （ 114） に は 逆 止 弁 （ CV-7） が 、 上 記 第 ５ 吐 出 管 （ 115） に は 逆 止 弁 （ CV-8
） が 、 上 記 第 １ 逃 が し 管 （ 118） に は 、 逆 止 弁 （ CV-9） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
な お 、 こ れ ら の 逆 止 弁 （ CV-7,CV-8,CV-9） は 、 図 １ の 逆 止 弁 を 示 す 記 号 に 付 し た 矢 印 の 方
向 へ の 冷 媒 の 流 通 だ け を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 　 〈 第 ２ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 第 ２ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 15） の 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） は 、 第 ２ ブ ー ス タ 連 絡
管 （ 34） を 介 し て 上 記 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） の ガ ス 側 端 と 接 続 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ ブ ー ス
タ 回 路 （ 120） は 、 上 記 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 同 様 の 構 成 で あ る 。 即 ち 、 第 ２ ブ ー ス
タ 回 路 （ 120） に は 、 上 記 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 同 様 に し て 、 第 ３ 可 変 容 量 圧 縮 機 （
121） 及 び 第 ４ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 122） が 設 け ら れ 、 こ れ ら の 圧 縮 機 （ 121,122） が 、 第 ２
利 用 側 回 路 （ 141） の 低 段 側 圧 縮 機 構 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 ま た 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） に は 、 上 記 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 同 様 に し て 、
第 ６ 吸 入 管 （ 131） 、 第 ７ 吸 入 管 （ 132） 、 第 ２ 低 段 側 吸 入 管 （ 133） 、 第 ６ 吐 出 管 （ 134）
、 第 ７ 吐 出 管 （ 135） 、 第 ２ 低 段 側 吐 出 管 （ 136） 、 第 ２ 低 段 側 油 分 離 器 （ 36） 、 第 ２ 低 段
側 油 戻 し 管 （ 37） 、 第 ２ 油 排 出 管 （ 137） 、 第 ２ 油 供 給 管 （ 38） 、 第 ２ 逃 が し 管 （ 138） 、
及 び 第 ２ バ イ パ ス 管 （ 139） が 設 け ら れ て い る 。 該 第 ２ バ イ パ ス 管 （ 139） は 、 第 ２ 利 用 側
回 路 （ 141） の バ イ パ ス 通 路 に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 低 段 側 油 戻 し 管 （ 37） に は 電 磁 弁 （ S
V-9） が 、 第 ２ 油 供 給 管 （ 38） に は 電 磁 弁 （ SV-11） が 、 上 記 第 ２ 油 排 出 管 （ 137） に は 電
磁 弁 （ SV-10） が 、 第 ２ バ イ パ ス 管 （ 139） に は 電 磁 弁 （ SV-8） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
  　 ま た 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） に は 、 上 記 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 同 様 に し て 、
各 種 の セ ン サ や 圧 力 ス イ ッ チ も 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、 上 記 第 ２ 低 段 側 吸 入 管 （ 133
） に は 、 第 ３ 吸 入 温 度 セ ン サ （ 175） が 設 け ら れ る 一 方 、 配 管 を 介 し て 第 ３ 吸 入 圧 力 セ ン
サ （ 176） が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ６ 吐 出 管 （ 134） に は 、 第 ６ 高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 177
） と 第 ６ 吐 出 温 度 セ ン サ （ 178） と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ７ 吐 出 管 （ 135） に は 、 第 ７
高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 179） と 第 ７ 吐 出 温 度 セ ン サ （ 180） と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ２ 低
段 側 吐 出 管 （ 136） に は 、 第 ３ 吐 出 圧 力 セ ン サ （ 181） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 ま た 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） に は 、 複 数 の 逆 止 弁 も 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、
上 記 第 ６ 吐 出 管 （ 134） に は 逆 止 弁 （ CV-10） が 、 上 記 第 ７ 吐 出 管 （ 135） に は 逆 止 弁 （ CV-
11） が 、 上 記 第 ２ 逃 が し 管 （ 138） に は 、 逆 止 弁 （ CV-12） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 図 １ の 矢
印 の 方 向 へ の 冷 媒 の 流 通 だ け を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 〈 コ ン ト ロ ー ラ 〉
　 上 記 コ ン ト ロ ー ラ （ 250） は 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 20） に 設 け ら れ た 各 種 の 弁 の 切 換 や 開 度
調 節 等 を 行 っ て 、 上 記 冷 凍 装 置 （ 10） の 運 転 動 作 の 制 御 を 行 う も の で あ る 。 ま た 、 上 記 コ
ン ト ロ ー ラ （ 100） は 、 第 １ 除 霜 部 （ 260） と 第 ２ 除 霜 部 （ 270） と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 第 １ 除 霜 部 （ 260） は 、 冷 却 運 転 中 に 、 上 記 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） 及 び 第 ２ 利 用 側 回
路 （ 141） の 何 れ か 一 方 か ら 除 霜 要 求 が あ る と 、 冷 却 運 転 を 停 止 し て 、 除 霜 要 求 が あ っ た
利 用 側 回 路 を 除 霜 回 路 と し 、 他 方 の 利 用 側 回 路 を 冷 却 回 路 と し 、 除 霜 回 路 の 冷 却 熱 交 換 器
を 除 霜 す る 第 １ 除 霜 運 転 を 行 う も の で あ っ て 、 第 １ 除 霜 手 段 に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に
、 第 １ 除 霜 部 （ 260） は 、 除 霜 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 及 び 上 記 高 段 側 圧 縮 機 を 停 止 す る と 共
に 、 上 記 冷 却 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 を 駆 動 し 、 冷 媒 が 上 記 除 霜 回 路 の 低 段 側 圧 縮 機 構 を バ イ
パ ス 通 路 を 介 し て バ イ パ ス し て 各 利 用 側 回 路 の 間 で 冷 媒 を 循 環 さ せ 、 除 霜 回 路 の 蒸 発 器 で
冷 媒 を 凝 縮 さ せ て 除 霜 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 　 ま た 、 第 ２ 除 霜 部 （ 270） は 、 冷 却 運 転 中 に 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141） の 冷 却 熱
交 換 器 （ 83,93） か ら 除 霜 要 求 が あ る と 、 冷 却 運 転 を 停 止 し て 、 全 て の 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,
93） を 除 霜 す る 第 ２ 除 霜 運 転 を 行 う も の で あ っ て 、 第 ２ 除 霜 手 段 に 構 成 さ れ て い る 。 具 体
的 に 、 上 記 第 ２ 除 霜 部 （ 270） は 、 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） に 代 わ り 、 全 て の 利 用 側 回 路 （
140,141） の 圧 縮 機 （ 101,102,121,122） を 停 止 す る と 共 に 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 11） の 圧 縮 機
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（ 41,42,43） を 駆 動 し 、 冷 媒 が 各 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の 圧 縮 機 （ 101,102,121,122
） を バ イ パ ス 通 路 （ 119,139） を 介 し て バ イ パ ス し て 各 利 用 側 回 路 （ 140,141） と 室 外 回 路
（ 40） と の 間 で 冷 媒 を 循 環 さ せ 、 利 用 側 回 路 （ 140,141） の 蒸 発 器 で 冷 媒 を 凝 縮 さ せ て 除
霜 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 　 な お 、 除 霜 要 求 は 、 例 え ば 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） の 着 霜 量 が 所 定 量 以 上 に な る
と 行 わ れ る 。 該 着 霜 量 は 、 各 蒸 発 温 度 セ ン サ （ 162,165） 等 の 情 報 か ら 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 　 － 運 転 動 作 －
　 　 以 下 に 、 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 10） の 運 転 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 上 記 冷 凍 装 置 （
10） は 、 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 12） 及 び 第 ２ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 13） の 庫 内 の 冷 却 を 行 う 冷 却 運
転 と 、 第 １ 除 霜 部 （ 250） に よ る 第 １ 除 霜 運 転 と 、 第 ２ 除 霜 部 （ 260） に よ る 第 ２ 除 霜 運 転
と が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 　 〈 冷 却 運 転 〉
　 　 冷 却 運 転 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 室 外 回 路 （ 40） の 四 路 切 換 弁 （ 49） が 第 １ 状 態 に
設 定 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 室 外 膨 張 弁 （ 48） が 全 閉 状 態 と な る 一 方 、 第 １ 室 外 膨 張 弁 （ 47）
の 開 度 が 適 宜 調 節 さ れ る 。 ま た 、 室 外 回 路 （ 40） の 電 磁 弁 （ SV-1,2,3） は 適 宜 開 閉 さ れ る
。 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） で は 、 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） の 開 度 が 適 宜 調 節 さ れ る 。 第 ２ 冷 凍 回
路 （ 90） で は 、 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） の 開 度 が 適 宜 調 節 さ れ る 。 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100
） で は 、 電 磁 弁 （ SV-4） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 一 方 、 電 磁 弁 （ SV-5,6,7） が 適 宜 開 閉 さ
れ る 。 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） で は 、 電 磁 弁 （ SV-8） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 一 方 、 電
磁 弁 （ SV-9,10,11） が 適 宜 開 閉 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 　 冷 却 運 転 で は 、 室 外 回 路 （ 40） の 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100）
の 各 圧 縮 機 （ 101,102） 、 及 び 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） の 各 圧 縮 機 （ 121,122） が そ れ ぞ
れ 運 転 さ れ る 。 そ の 結 果 、 冷 媒 回 路 （ 20） で は 、 冷 媒 が 、 室 外 熱 交 換 器 （ 44） で 凝 縮 し 、
各 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） で 蒸 発 す る ２ 段 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 　 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） 及 び 第 １ ， 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 42,43） か ら 吐 出 さ れ た
冷 媒 は 、 高 段 側 吐 出 管 （ 68） か ら 四 路 切 換 弁 （ 49） を 通 過 し て 室 外 熱 交 換 器 （ 44） を 流 れ
る 。 室 外 熱 交 換 器 （ 44） で は 、 冷 媒 が 室 外 空 気 に 放 熱 し て 凝 縮 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 　 室 外 熱 交 換 器 （ 44） で 凝 縮 し た 冷 媒 は 、 第 １ 液 管 （ 71） 、 レ シ ー バ （ 45） 、 及 び 過 冷
却 熱 交 換 器 （ 46） の 高 圧 側 流 路 （ 46a） を 通 過 し 、 第 ２ 液 管 （ 72） へ 流 入 す る 。 第 ２ 液 管
（ 72） を 流 れ る 冷 媒 は 、 一 部 が 第 １ 分 岐 管 （ 73） へ 分 配 さ れ 、 残 り が 液 連 絡 配 管 （ 31） へ
流 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 　 第 １ 分 岐 管 （ 73） を 流 れ る 冷 媒 は 、 第 １ 室 外 膨 張 弁 （ 47） を 通 過 し て 減 圧 さ れ 、 過 冷
却 熱 交 換 器 （ 46） の 低 圧 側 流 路 （ 46b） を 流 通 す る 。 過 冷 却 熱 交 換 器 （ 46） で は 、 上 記 高
圧 側 流 路 （ 46a） を 流 れ る 高 圧 冷 媒 と 、 低 圧 側 流 路 （ 46b） を 流 れ る 低 圧 冷 媒 と が 熱 交 換 し
て 、 低 圧 側 流 路 （ 46b） を 流 れ る 冷 媒 の 蒸 発 熱 と し て 奪 わ れ 、 高 圧 側 流 路 （ 46a） を 流 れ る
冷 媒 が 過 冷 却 さ れ る 。 低 圧 側 流 路 （ 46b） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 高 段 側 吸 入 管 （ 64） へ 流 入
す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 　 上 記 液 連 絡 配 管 （ 31） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） と 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90）
と に 分 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 　 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） を 通 過 し て 、 上
記 第 １ ド レ ン パ ン （ 85） に 付 着 し た 霜 や 、 氷 塊 を 融 解 し 、 こ の 融 解 に よ る 融 解 熱 に よ り 更
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に 過 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 　 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） を 流 出 し た 冷 媒 は 、 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） を 通 過 し て 膨
張 し 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） を 流 通 す る 。 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で は 、 冷 媒 が 冷 凍 庫
内 の 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 そ の 結 果 、 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 12） の 庫 内 空 気 が 冷 却 さ
れ 、 庫 内 温 度 が 例 え ば － ２ ０ ℃ に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 　 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第 １ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 33） を 介 し て 第 １
ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に 流 入 し 、 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） を 経 由 し て 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機
（ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） に 吸 入 さ れ る 。 各 圧 縮 機 （ 101,102） で 圧 縮 さ れ
た 冷 媒 は 、 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） を 経 由 し て ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 　 一 方 、 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） を 通 過 し
て 、 上 記 第 １ ド レ ン パ ン （ 95） に 付 着 し た 霜 や 、 氷 塊 を 融 解 し 、 こ の 融 解 に よ る 融 解 熱 に
よ り 更 に 過 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 　 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） を 流 出 し た 冷 媒 は 、 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） を 通 過 し て 膨
張 し 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） を 流 通 す る 。 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） で は 、 冷 媒 が 冷 凍 庫
内 の 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 そ の 結 果 、 第 ２ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 13） の 庫 内 空 気 が 冷 却 さ
れ 、 こ の 庫 内 温 度 が 例 え ば － ２ ０ ℃ に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 　 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第 ２ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 34） を 介 し て 第 ２
ブ ー ス タ 回 路 （ 120） に 流 入 し 、 第 ２ 低 段 側 吸 入 管 （ 133） を 経 由 し て 第 ３ 可 変 容 量 圧 縮 機
（ 121） 及 び 第 ４ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 122） に 吸 入 さ れ る 。 各 圧 縮 機 （ 121,122） で 圧 縮 さ れ
た 冷 媒 は 、 第 ２ 低 段 側 吐 出 管 （ 136） を 経 由 し て ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 　 ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） で 合 流 し た 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 49） を 通 過 し て 高 段 側 吸 入 管 （
64） へ 流 入 し 、 こ の 冷 媒 に 、 過 冷 却 熱 交 換 器 （ 46） の 低 圧 側 流 路 （ 46b） で 蒸 発 し た 冷 媒
が 合 流 し て 、 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） 及 び 第 １ ， 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 42,43） に 吸 入
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 　 〈 第 １ 除 霜 運 転 〉
　 　 次 に 、 上 記 第 １ 除 霜 運 転 に つ い て 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） か ら 除 霜 要 求 が あ っ た 場
合 を 例 示 し て 説 明 す る 。 つ ま り 、 該 第 ２ 利 用 回 路 （ 141） を 除 霜 回 路 と し 、 第 １ 利 用 側 回
路 （ 140） を 冷 却 回 路 と し て 第 １ 除 霜 運 転 を 行 う 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
  　 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） を 除 霜 回 路 と す る 第 １ 除 霜 運 転 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 室
外 回 路 （ 40） の 四 路 切 換 弁 （ 49） は 、 第 １ 状 態 に 設 定 さ れ 、 第 ２ 室 外 膨 張 弁 （ 48） 及 び 第
１ 室 外 膨 張 弁 （ 47） 全 閉 状 態 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 室 外 回 路 （ 40） の 電 磁 弁 （ SV-1,2,3）
は 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 。 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） で は 、 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） の 開 度 が 適 宜
調 節 さ れ る 。 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） で は 、 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） が 全 開 状 態 に 設 定 さ れ る 。
第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） で は 、 電 磁 弁 （ SV-4） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 一 方 、 （ SV-5,6,
7） が 適 宜 開 閉 さ れ る 。 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） で は 、 電 磁 弁 （ SV-8） が 開 の 状 態 に 設 定
さ れ る 一 方 、 電 磁 弁 （ SV-9,10,11） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 　 こ の 第 １ 除 霜 運 転 で は 、 室 外 回 路 （ 40） の 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） 及 び 第 ２ ブ ー ス タ 回
路 （ 120） の 各 圧 縮 機 （ 121,122） が そ れ ぞ れ 停 止 さ れ る 一 方 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100）
の 各 圧 縮 機 （ 101,102） が そ れ ぞ れ 運 転 さ れ る 。 そ の 結 果 、 冷 媒 回 路 （ 20） で は 、 冷 媒 が
、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） で 凝 縮 し 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で 蒸 発 す る 冷 凍 サ イ ク ル が
行 わ れ る 。
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【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に お い て 、 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧
縮 機 （ 102） か ら 吐 出 さ れ た 冷 媒 は 、 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） か ら ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） へ
流 れ 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） へ 流 入 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 　 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ２ 低 段 側 吐 出 管 （ 136） の 途 中 か ら 第
２ バ イ パ ス 管 （ 139） を 介 し て 第 ２ 低 段 側 吸 入 管 （ 133） へ 流 れ る 。 つ ま り 、 第 ２ ブ ー ス タ
回 路 （ 120） に 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ２ バ イ パ ス 管 （ 139） を 流 れ て 、 停 止 状 態 の 第 ３ 可 変 容
量 圧 縮 機 （ 121） 及 び 第 ４ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 122） を 吐 出 側 か ら 吸 入 側 へ と バ イ パ ス す る 。
そ の 後 、 冷 媒 は 、 第 ２ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 34） を 介 し て 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） へ 流 入 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 　 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） を 流 れ る 。 第 ２ 冷 却
熱 交 換 器 （ 93） で は 、 表 面 の 付 着 し た 霜 が 内 側 か ら 加 熱 さ れ て 融 解 す る 一 方 、 冷 媒 は こ の
霜 に 融 解 熱 を 奪 わ れ て 凝 縮 す る 。 つ ま り 、 冷 媒 は 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） を 流 れ る 際 に
、 こ の 霜 か ら 冷 熱 を 得 る 。 そ し て 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） で 凝 縮 し た 冷 媒 は 、 全 開 状 態
の 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） を 通 過 し た 後 、 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） を 流 れ る 。 そ の 結 果
、 こ の 冷 媒 に よ っ て 第 ２ ド レ ン パ ン （ 95） の 近 傍 が 加 熱 さ れ 、 第 ２ ド レ ン パ ン （ 95） 内 の
霜 や 氷 塊 が 融 解 す る 。 一 方 、 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） を 流 れ る 冷 媒 は 、 第 ２ ド レ ン パ
ン （ 95） 内 の 霜 や 氷 塊 か ら 冷 熱 を 得 る 。 そ の 後 、 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） を 通 過 し た 冷 媒 は 、
液 連 絡 配 管 （ 31） へ 流 れ 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） に 流 入 す る 。 つ ま り 、 除 霜 回 路 で あ る 第 ２
冷 凍 回 路 （ 90） に お い て 、 冷 媒 は 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） を 流 れ て 除 霜 を 行 う と 共 に 、
こ の 除 霜 に よ り 冷 熱 を 得 て 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 　 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） を 通 過 し て 、 上
記 第 １ ド レ ン パ ン （ 85） に 付 着 し た 霜 や 、 氷 塊 を 融 解 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 　 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） を 流 出 し た 冷 媒 は 、 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） を 通 過 し て 膨
張 し 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） を 流 れ る 。 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で は 、 冷 媒 が 冷 凍 庫 内
の 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 つ ま り 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で は 、 冷 媒 が 第 ２ 冷 却 熱
交 換 器 （ 93） の 除 霜 の 際 に 得 た 冷 熱 を 、 庫 内 空 気 の 冷 却 に 利 用 し て 熱 回 収 を 行 う 。 そ の 結
果 、 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 12） の 庫 内 空 気 が 冷 却 さ れ 、 こ の 庫 内 温 度 が 例 え ば － ２ ０ ℃ に 保
た れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 　 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第 １ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 33） を 介 し て 第 １
ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に 流 入 し 、 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） を 経 由 し て 第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機
（ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 　 な お 、 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） か ら 除 霜 要 求 が あ っ た 場 合 は 、 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140）
を 除 霜 回 路 と し 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） を 冷 却 回 路 （ 141） と し 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83
） の 除 霜 を 行 う 。 こ の 場 合 、 冷 媒 回 路 （ 20） で は 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） の 第 １ 室 内 膨 張 弁
（ 82） が 全 開 状 態 に 設 定 さ れ 一 方 、 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） の 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） の 開 度 が
適 宜 調 節 さ れ る 。 ま た 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） で は 、 電 磁 弁 （ SV-4） が 開 の 状 態 に 設
定 さ れ る 一 方 、 電 磁 弁 （ SV-5,6,7） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 。 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120）
で は 、 電 磁 弁 （ SV-8） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 一 方 、 電 磁 弁 （ SV-9,10,11） が 適 宜 開 閉 さ
れ る 。 ま た 、 室 外 回 路 （ 40） の 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） 及 び 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） の 各
圧 縮 機 （ 101,102） が そ れ ぞ れ 停 止 さ れ る 一 方 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） の 各 圧 縮 機 （ 12
1,122） が 運 転 さ れ る 。 そ の 結 果 、 冷 媒 回 路 （ 20） で は 、 冷 媒 が 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83
） で 凝 縮 し 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） で 蒸 発 す る 冷 凍 サ イ ク ル が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 　 〈 第 ２ 除 霜 運 転 〉
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　 　 上 記 第 ２ 除 霜 運 転 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 室 外 回 路 （ 40） の 四 路 切 換 弁 （ 49） が 第
２ 状 態 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 室 外 膨 張 弁 （ 47） が 全 閉 状 態 と な る 一 方 、 第 ２ 室 外 膨 張
弁 （ 48） の 開 度 が 適 宜 調 節 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） の 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） 及
び 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） の 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） が 全 開 状 態 と な る 。 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 10
0） で は 、 電 磁 弁 （ SV-5,6,7） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ 、 電 磁 弁 （ SV-4） が 開 の 状 態 に 設 定
さ れ る 。 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） で は 、 電 磁 弁 （ SV-9,10,11） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ 、
電 磁 弁 （ SV-8） が 開 の 状 態 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 　 第 ２ 除 霜 運 転 で は 、 室 外 回 路 （ 40） の 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） が 運 転 さ れ る 一 方 、 第 １
ブ ー ス タ 回 路 （ 100） の 各 圧 縮 機 （ 101,102） 及 び 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） の 各 圧 縮 機 （ 1
21,122） が 停 止 状 態 と な る 。 そ の 結 果 、 冷 媒 回 路 （ 20） で は 、 冷 媒 が 、 室 外 熱 交 換 器 （ 44
） で 蒸 発 し 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） で 凝 縮 す る 冷 凍 サ イ ク ル が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 　 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） 及 び 第 １ ， 第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 42,43） か ら 吐 出 さ れ た
冷 媒 は 、 高 段 側 吐 出 管 （ 68） か ら 四 路 切 換 弁 （ 49） を 通 っ て ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） へ 流 入 す
る 。 上 記 ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 第 ２ ブ ー ス
タ 回 路 （ 120） と に 分 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 　 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） の 途 中 か ら 第
１ バ イ パ ス 管 （ 119） を 介 し て 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） へ 流 れ 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） へ 流
入 す る 。 つ ま り 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に 流 入 し た 冷 媒 は 、 停 止 状 態 の 第 ２ 可 変 容 量
圧 縮 機 （ 101） 及 び 第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 102） を 吐 出 側 か ら 吸 入 側 へ バ イ パ ス す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 　 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） で は 、 冷 媒 が 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） を 流 れ て 、 そ の 表 面 の 霜
を 内 側 か ら 加 熱 し て 融 解 す る 一 方 、 冷 媒 は こ の 霜 に 融 解 熱 を 奪 わ れ て 凝 縮 す る 。 第 １ 冷 却
熱 交 換 器 （ 83） で 凝 縮 し た 冷 媒 は 、 全 開 状 態 の 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） を 通 過 し た 後 、 第 １
ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） を 流 れ 、 第 １ ド レ ン パ ン （ 85） 内 の 霜 や 氷 塊 が 融 解 す る 。 そ の 後
、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） を 通 過 し た 冷 媒 は 液 連 絡 配 管 （ 31） へ 流 入 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 　 一 方 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ２ 低 段 側 吐 出 管 （ 136） の 途 中
か ら 第 ２ バ イ パ ス 管 （ 139） を 経 由 し て 第 ２ 低 段 側 吸 入 管 （ 133） を 通 過 し 、 第 ２ 冷 凍 回 路
（ 90） へ 流 入 す る 。 つ ま り 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） に 流 入 し た 冷 媒 は 、 停 止 状 態 の 第
３ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 121） 及 び 第 ４ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 122） を 吐 出 側 か ら 吸 入 側 へ バ イ パ ス
す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 　 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） で は 、 冷 媒 が 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） を 流 れ て 、 そ の 表 面 の 霜
を 内 側 か ら 加 熱 し て 融 解 す る 一 方 、 冷 媒 は こ の 霜 に 融 解 熱 を 奪 わ れ て 凝 縮 す る 。 第 ２ 冷 却
熱 交 換 器 （ 93） で 凝 縮 し た 冷 媒 は 、 全 開 状 態 の 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） を 通 過 し た 後 、 第 ２
ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） を 流 れ 、 第 ２ ド レ ン パ ン （ 95） 内 の 霜 や 氷 塊 が 融 解 す る 。 そ の 後
、 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） を 通 過 し た 冷 媒 は 、 液 連 絡 配 管 （ 31） へ 流 入 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 　 液 連 絡 配 管 （ 31） で 合 流 し た 冷 媒 は 、 第 ２ 液 管 （ 72） の 途 中 か ら 第 ２ 分 岐 管 （ 74） を
経 由 し 、 レ シ ー バ （ 45） 、 過 冷 却 熱 交 換 器 （ 46） の 高 圧 側 流 路 （ 46a） を 通 過 す る 。 こ の
冷 媒 は 、 第 １ 分 岐 管 （ 73） を 経 由 し て 第 ３ 分 岐 管 （ 75） の 第 ２ 室 外 膨 張 弁 （ 48） を 通 過 し
て 減 圧 さ れ て か ら 、 室 外 熱 交 換 器 （ 44） を 流 れ る 。 室 外 熱 交 換 器 （ 44） で は 、 冷 媒 が 室 外
空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 室 外 熱 交 換 器 （ 44） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 49） を
通 過 し て 高 段 側 吸 入 管 （ 64） へ 流 入 し 、 第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 41） 及 び 第 １ ， 第 ２ 固 定 容
量 圧 縮 機 （ 42,43） に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 　 － 実 施 形 態 １ の 効 果 －
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　 　 上 記 実 施 形 態 １ で は 、 第 １ 除 霜 部 （ 260） が 、 ２ つ の 利 用 側 回 路 （ 140,141） の う ち 、
例 え ば 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 140） の み か ら 除 霜 要 求 が あ る と 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） を 除
霜 回 路 と し 、 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） を 冷 却 回 路 と す る 第 １ 除 霜 運 転 を 行 う よ う に し た た
め に 、 冷 媒 が 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） で 凝 縮 し て 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で 蒸 発 す る
冷 凍 サ イ ク ル を 行 っ て 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） の 除 霜 を 行 う こ と が で き る と 共 に 、 こ の
除 霜 で 得 た 冷 熱 を 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） に お け る 冷 凍 庫 内 の 冷 却 に 利 用 し て 熱 回 収 を
行 う こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） の み か ら 除 霜 要 求 が あ っ た 場 合 も 同 様
に 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） の 除 霜 と 、 除 霜 で 得 た 冷 熱 を 利 用 し た 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93
） に お け る 冷 却 と を 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 第 １ 除 霜 部 （ 260） に よ り 、 各 利 用
側 回 路 （ 140,141） の 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） の 状 態 に 適 し た 運 転 を 行 う こ と が で き る と 共
に 、 除 霜 に よ り 得 た 冷 熱 の 熱 回 収 を 行 っ て 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ２ 除 霜 部 （ 270） が 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141） か ら 除 霜 要 求 が あ る
と 、 第 １ 除 霜 部 （ 260） に 代 わ り 、 上 記 第 ２ 除 霜 運 転 を 行 う よ う に し た た め に 、 室 外 回 路
（ 40） の 圧 縮 機 （ 41,42,43） の み を 運 転 し て 、 冷 媒 が 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） で 凝 縮
し 、 室 外 熱 交 換 器 （ 44） で 蒸 発 す る 冷 凍 サ イ ク ル を 行 い 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） の 除
霜 を 行 う こ と が で き る の で 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） の 要 求 に 適 し た 運 転 を 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 　 － 実 施 形 態 １ の 変 形 例 －
　 　 上 記 実 施 形 態 １ の 変 形 例 は 、 上 記 実 施 形 態 １ の 第 ２ 除 霜 部 （ 270） を 設 け ず に 、 第 １
除 霜 部 （ 260） に よ る 除 霜 の み が 行 わ れ る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 　 こ の 場 合 、 冷 却 運 転 中 に 、 全 て の 利 用 側 回 路 （ 140,141） か ら 着 霜 量 に 基 づ い て 除 霜
要 求 が あ っ た 場 合 は 、 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） が 、 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） が 除 霜 回 路 と な
る 第 １ 除 霜 運 転 を 行 い 、 次 い で 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） が 除 霜 回 路 と な る 第 １ 除 霜 転 を 行
う 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 　 ま た 、 利 用 側 回 路 （ 140,141） の 除 霜 要 求 を 時 間 に よ り 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
つ ま り 、 冷 却 運 転 が 所 定 時 間 経 過 し た 後 に 、 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） が 、 第 １ 利 用 側 回 路
（ 140） が 除 霜 回 路 と な る 第 １ 除 霜 運 転 を 行 い 、 次 い で 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） が 除 霜 回
路 と な る 第 １ 除 霜 転 を 行 い 、 再 び 冷 却 運 転 を 行 う よ う に し て も よ い 。 ま た 、 第 １ 利 用 側 回
路 （ 140） が 除 霜 回 路 と な る 第 １ 除 霜 運 転 と 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） が 除 霜 回 路 と な る 第
１ 除 霜 転 と の 間 に 、 冷 却 運 転 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 　 こ れ に よ り 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） の 除 霜 で 得 た 冷 熱 を 、 確 実 に 熱 回 収 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 　 《 発 明 の 実 施 形 態 ２ 》
　 　 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ は 、 上 記 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 （ 10） が 、 室 外 回 路 （ 40） に 対 し
て 、 ２ つ 利 用 側 回 路 （ 140,141） が 並 列 に 接 続 さ れ て 、 ２ つ の 冷 凍 庫 内 の 冷 却 を 行 う も の
で あ っ た の に 代 わ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 室 外 回 路 （ 40） に 対 し て 、 ３ つ の 利 用 側 回 路 （
140,141,142） が 並 列 に 接 続 さ れ て 、 ３ つ の 冷 凍 庫 内 の 冷 却 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 　 具 体 的 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 10） は 、 上 記 実 施 形 態 １ の 冷
凍 装 置 （ 10） の 各 ユ ニ ッ ト （ 11,12,13,14,15） 及 び コ ン ト ロ ー ラ （ 250） に 加 え て 、 第 ３
冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 16） 及 び 第 ３ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 17） を 備 え て い る 。 上 記 第 ３ 冷 凍 ユ ニ ッ
ト （ 16） 及 び 第 ３ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 17） は 、 屋 内 に 設 置 さ れ て い る 。 上 記 第 ３ 冷 凍 ユ ニ
ッ ト （ 16） は 、 ３ つ め の 冷 凍 庫 内 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
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　 　 第 ３ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 16） に は 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 190） が 、 第 ３ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 17）
に は 、 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） が 、 そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 190） と 第
３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） は 、 互 い に 直 列 に 接 続 さ れ て 第 ３ 利 用 側 回 路 （ 142） を 構 成 し て い
る 。 そ し て 、 上 記 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） 及 び 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） と 上 記 第 ３ 利 用 側 回
路 （ 142） は 、 上 記 室 外 回 路 （ 40） に 対 し て 並 列 に 接 続 さ れ て 、 複 数 の 利 用 側 並 列 回 路 に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 　 具 体 的 に 、 室 外 回 路 （ 40） の 上 記 第 １ 閉 鎖 弁 （ 21） に は 、 液 連 絡 配 管 （ 31） の 一 端 が
接 続 さ れ 、 該 液 連 絡 配 管 （ 31） の 他 端 は ３ つ に 分 岐 し て 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） の 端 部 と 、
第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） の 端 部 と 、 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 190） の 端 部 と に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い
る 。 ま た 、 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） の 端 部 に は 第 ６ 閉 鎖 弁 （ 29） が 設 け ら れ て い る 。 室
外 回 路 （ 40） の 第 ２ 閉 鎖 弁 （ 22） に は 、 ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 該 ガ ス 連
絡 配 管 （ 32） の 他 端 は 、 ３ つ に 分 岐 し 、 上 記 第 ３ 閉 鎖 弁 （ 23） と 、 第 ４ 閉 鎖 弁 （ 24） と 、
第 ６ 閉 鎖 弁 （ 29） と に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 　 〈 第 ３ 冷 凍 ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 第 ３ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 16） の 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 190） は 、 上 記 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） と
同 様 の 構 成 で あ る 。 即 ち 、 上 記 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 190） に は 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） と 同 様 に
し て 、 第 ３ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 145） 、 第 ３ 室 内 膨 張 弁 （ 182） 、 第 ３ 冷 却 熱 交 換 器 （ 183
） が 設 け ら れ 、 第 ３ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 16） に は 、 第 １ 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 12） と 同 様 に し て 、 第
３ 庫 内 フ ァ ン （ 184） 及 び 第 ３ ド レ ン パ ン （ 144） が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ３ 冷 却 熱 交 換
器 （ 183） は 、 第 ３ 利 用 側 回 路 （ 142） の 蒸 発 器 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ３ 冷 凍 回 路 （
190） に は 、 第 ３ 蒸 発 温 度 セ ン サ （ 186） 、 第 ３ ガ ス 温 度 セ ン サ （ 187） 、 及 び 第 ３ 庫 内 温
度 セ ン サ （ 185） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 　 〈 第 ３ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 第 ３ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 17） の 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） は 、 第 ３ ブ ー ス タ 連 絡
管 （ 35） を 介 し て 上 記 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 190） の ガ ス 側 端 と 接 続 さ れ て い る 。 こ の 第 ３ ブ ー
ス タ 回 路 （ 200） は 、 上 記 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 同 様 の 構 成 で あ る 。 即 ち 、 第 ３ ブ ー
ス タ 回 路 （ 200） に は 、 上 記 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 同 様 に し て 、 第 ４ 可 変 容 量 圧 縮 機
（ 202） 及 び 第 ５ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 202） が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 圧 縮 機 （ 201,202）
が 、 第 ３ 利 用 側 回 路 （ 142） の 低 段 側 圧 縮 機 構 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 　 ま た 、 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） に は 、 上 記 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 同 様 に し て 、
第 ８ 吸 入 管 （ 211） 、 第 ９ 吸 入 管 （ 212） 、 第 ３ 低 段 側 吸 入 管 （ 213） 、 第 ８ 吐 出 管 （ 214）
、 第 ９ 吐 出 管 （ 215） 、 第 ３ 低 段 側 吐 出 管 （ 216） 、 第 ３ 低 段 側 油 分 離 器 （ 76） 、 第 ３ 低 段
側 油 戻 し 管 （ 77） 、 第 ３ 油 排 出 管 （ 217） 、 第 ３ 油 供 給 管 （ 78） 、 第 ３ 逃 が し 管 （ 218） 、
及 び 第 ３ バ イ パ ス 管 （ 219） が 設 け ら れ て い る 。 該 第 ３ バ イ パ ス 管 （ 219） は 、 第 ３ 利 用 側
回 路 （ 142） の バ イ パ ス 通 路 に 構 成 さ れ て い る 。 第 ３ 低 段 側 油 戻 し 管 （ 77） に は 電 磁 弁 （ S
V-14） が 、 第 ３ 油 供 給 管 （ 78） に は 電 磁 弁 （ SV-15） が 、 上 記 第 ３ 油 排 出 管 （ 217） に は 電
磁 弁 （ SV-13） が 、 第 ３ バ イ パ ス 管 （ 219） に は 電 磁 弁 （ SV-12） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
  　 ま た 、 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） に は 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） と 同 様 に し て 、 各 種
の セ ン サ や 圧 力 ス イ ッ チ も 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、 上 記 第 ３ 低 段 側 吸 入 管 （ 213） に
は 第 ４ 吸 入 温 度 セ ン サ （ 195） と 第 ４ 吸 入 圧 力 セ ン サ （ 196） が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ８
吐 出 管 （ 214） に は 、 第 ８ 高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 191） と 第 ８ 吐 出 温 度 セ ン サ （ 197） と が 設
け ら れ て い る 。 上 記 第 ９ 吐 出 管 （ 215） に は 、 第 ９ 高 圧 圧 力 ス イ ッ チ （ 192） と 第 ９ 吐 出 温
度 セ ン サ （ 193） と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 第 ３ 低 段 側 吐 出 管 （ 216） に は 、 第 ３ 吐 出 圧 力
セ ン サ （ 194） が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ １ ０ ９ 】
　 　 ま た 、 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） に は 、 複 数 の 逆 止 弁 も 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、
上 記 第 ８ 吐 出 管 （ 214） に は 逆 止 弁 （ CV-13） が 、 上 記 第 ９ 吐 出 管 （ 215） に は 逆 止 弁 （ CV-
14） が 、 上 記 第 ３ 逃 が し 管 （ 218） に は 、 逆 止 弁 （ CV-15） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 　 〈 コ ン ト ロ ー ラ 〉
　 　 上 記 コ ン ト ロ ー ラ （ 250） は 、 上 記 冷 凍 装 置 （ 10） の 運 転 動 作 の 制 御 を 行 う も の で あ
る 。 ま た 、 上 記 コ ン ト ロ ー ラ （ 100） は 、 第 １ 除 霜 部 （ 260） を 備 え て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 　 第 １ 除 霜 部 （ 260） は 、 ３ 台 の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の う ち の １ 台 が 除 霜 回 路 と
な り 且 つ ２ 台 が 冷 却 回 路 と な る 運 転 を 行 う も の で あ る 。 つ ま り 、 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260）
は 、 上 記 除 霜 回 路 （ 141） の 総 数 が 、 上 記 冷 却 回 路 （ 140,142） の 総 数 以 下 と な る よ う に 除
霜 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 　 － 運 転 動 作 －
　 　 上 記 冷 凍 装 置 （ 10） は 冷 却 運 転 と 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） に よ る 除 霜 運 転 と を 行 う 。
冷 却 運 転 は 、 上 記 実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 室 外 回 路 （ 40） の 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） 及 び 各 ブ
ー ス タ 回 路 （ 100,120,200） の 各 圧 縮 機 （ 101,102,121,122,201,202） が そ れ ぞ れ 運 転 さ れ
、 冷 媒 が 室 外 熱 交 換 器 （ 44） で 凝 縮 し 、 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93,183） で 蒸 発 す る ２ 段 圧
縮 冷 凍 サ イ ク ル が 行 わ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 　 〈 除 霜 運 転 〉
　 　 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） は 、 上 記 冷 却 運 転 が 所 定 時 間 経 過 す る 毎 に ３ 台 の 利 用 側 回 路
（ 140,141,142） の う ち の １ 台 が 除 霜 回 路 と な り 且 つ ２ 台 が 冷 却 回 路 と な る 除 霜 運 転 を 行
う 。 具 体 的 に 、 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） の 除 霜 運 転 で は 、 例 え ば 、 ま ず 、 第 １ 利 用 側 回 路
（ 140） が 除 霜 回 路 と な り 且 つ 第 ２ 及 び 第 ３ 利 用 側 回 路 （ 141,142） が 冷 却 回 路 と な る 除 霜
運 転 が 行 わ れ 、 次 に 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） が 除 霜 回 路 と な り 且 つ 第 １ 及 び 第 ３ 利 用 側
回 路 （ 140,142） が 冷 却 回 路 と な る 運 転 が 行 わ れ 、 第 ３ 利 用 側 回 路 （ 142） が 除 霜 回 路 と な
り 且 つ 第 １ 及 び 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 140,141） が 冷 却 回 路 と な る 除 霜 運 転 と が 行 わ れ る 。 こ
こ で は 、 例 と し て 、 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） の み が 除 霜 回 路 と な る 運 転 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
  　 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） の み が 除 霜 回 路 と な る 除 霜 運 転 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 室
外 回 路 （ 40） の 四 路 切 換 弁 （ 49） は 、 第 １ 状 態 に 設 定 さ れ 、 第 ２ 室 外 膨 張 弁 （ 48） 及 び 第
１ 室 外 膨 張 弁 （ 47） 全 閉 状 態 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 室 外 回 路 （ 40） の 電 磁 弁 （ SV-1,2,3）
は 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） の 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） 及 び 第 ３ 冷
凍 回 路 （ 190） の 第 ３ 室 内 膨 張 弁 （ 182） の 開 度 が 適 宜 調 節 さ れ る 。 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） で
は 、 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） が 全 開 状 態 に 設 定 さ れ る 。 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） で は 、 電
磁 弁 （ SV-4） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 一 方 、 （ SV-5,6,7） が 適 宜 開 閉 さ れ る 。 第 ２ ブ ー ス
タ 回 路 （ 120） で は 、 電 磁 弁 （ SV-8） が 開 の 状 態 に 設 定 さ れ る 一 方 、 電 磁 弁 （ SV-9,10,11
） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 。 及 び 電 磁 弁 （ SV-8,9,10,11） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 。 第 ３
ブ ー ス タ 回 路 （ 100） で は 、 電 磁 弁 （ SV-12） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 一 方 、 （ SV-13,14,1
5） が 適 宜 開 閉 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　   ま た 、 室 外 回 路 （ 40） の 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） 及 び 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） の 各 圧
縮 機 （ 121,122） が そ れ ぞ れ 停 止 さ れ る 一 方 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） 及 び 第 ３ ブ ー ス タ
回 路 （ 200） の 各 圧 縮 機 （ 101,102,201,202） が そ れ ぞ れ 運 転 さ れ る 。 そ の 結 果 、 冷 媒 回 路
（ 20） で は 、 冷 媒 が 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） で 凝 縮 し 、 第 １ 及 び 第 ３ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83
,183） で 蒸 発 す る 冷 凍 サ イ ク ル が 行 わ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 　 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に お い て 各 圧 縮 機 （ 101,102） か ら 吐 出 さ れ た 冷 媒 は 、 第 １
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低 段 側 吐 出 管 （ 116） を 流 れ て ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） に 流 入 す る 。 一 方 、 第 ３ ブ ー ス タ 回 路
（ 200） に お い て 各 圧 縮 機 （ 201,202） か ら 吐 出 さ れ た 冷 媒 は 、 第 ３ 低 段 側 吐 出 管 （ 216）
を 流 れ て ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） に 流 入 す る 。 ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） で 合 流 し た 冷 媒 は 、 第 ２ ブ
ー ス タ 回 路 （ 120） へ 流 入 す る 。 つ ま り 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） に は 、 第 １ 及 び 第 ３ ブ
ー ス タ 回 路 （ 100,200） の 圧 縮 機 （ 101,102,201,202） で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 　 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） で は 、 冷 媒 が 、 第 ２ 低 段 側 吐 出 管 （ 136） の 途 中 か ら 第 ２ バ
イ パ ス 管 （ 139） を 介 し て 第 ２ 低 段 側 吸 入 管 （ 133） へ 流 れ 、 第 ２ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 34） を
介 し て 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） へ 流 入 す る 。 つ ま り 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） に 流 入 し た 冷
媒 は 、 停 止 状 態 の 第 ３ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 121） 及 び 第 ４ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 122） を 吐 出 側 か
ら 吸 入 側 へ バ イ パ ス す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 　 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） を 流 れ た 後 に 、 全 開
状 態 の 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） を 通 過 し 、 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） を 流 れ て 液 連 絡 配 管
（ 31） に 流 入 す る 。 冷 媒 は 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） と 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） と を
流 れ る 際 に 、 霜 や 氷 塊 を 融 解 し て 除 霜 を 行 う 一 方 、 冷 熱 を 得 る 。 液 連 絡 配 管 （ 31） に 流 入
し た 冷 媒 は 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） と 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 90） に 分 配 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 回 路 に 流
入 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 　 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） を 通 過 し た 後 、
第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） で 減 圧 さ れ て 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） を 流 れ る 。 一 方 、 第 ３ 冷 凍 回
路 （ 190） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ３ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 145） を 通 過 し た 後 、 第 ３ 室 内 膨 張
弁 （ 182） で 減 圧 さ れ て 第 ３ 冷 却 熱 交 換 器 （ 183） を 流 れ る 。 冷 媒 は 各 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,1
83） を 流 れ る 際 に 、 庫 内 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 し 、 庫 内 空 気 を 冷 却 す る 。 つ ま り 、 冷 媒 は
、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） の 除 霜 で 得 た 冷 熱 を 、 第 １ 及 び 第 ３ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,183） に
お け る 冷 凍 庫 内 の 冷 却 に 利 用 し て 熱 回 収 を 行 う 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 　 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第 １ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 33） を 介 し て 第 １
ブ ー ス タ 回 路 （ 100） に 流 入 し 、 各 圧 縮 機 （ 101,102） に 吸 入 さ れ る 。 一 方 、 第 ３ 冷 却 熱 交
換 器 （ 183） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第 ３ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 35） を 介 し て 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 2
00） に 流 入 し 、 各 圧 縮 機 （ 201,202） に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 　 － 実 施 形 態 ２ の 効 果 －
　 　 本 実 施 形 態 は 、 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） が 、 上 記 除 霜 回 路 （ 141） の 総 数 が 、 上 記 冷 却
回 路 （ 140,142） の 総 数 以 下 と な る よ う に 除 霜 を 行 う よ う に し た た め に 、 例 え ば 、 第 ２ 利
用 側 回 路 （ 141） が 除 霜 回 路 と な る 場 合 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） に は 、 第 １ 利 用 側 回 路
（ 140） の 各 圧 縮 機 （ 101,102） か ら 吐 出 し た 冷 媒 と 第 ３ 利 用 側 回 路 の 各 圧 縮 機 （ 201.202
） か ら 吐 出 し た 冷 媒 が 供 給 さ れ る の で 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 141） の 除 霜 を 短 時 間 で か つ
確 実 に 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 除 霜 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 　 そ の 他 の 構 成 、 作 用 及 び 効 果 は 実 施 形 態 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 　 － 実 施 形 態 ２ の 変 形 例 １ －
　 　 本 実 施 形 態 は 、 上 記 実 施 形 態 ２ の 第 １ 除 霜 部 （ 260） が 、 上 記 除 霜 回 路 （ 141） の 総 数
が 、 上 記 冷 却 回 路 （ 140,142） の 総 数 以 下 と な る よ う に 除 霜 を 行 う も の で あ っ た の に 代 わ
り 、 上 記 除 霜 回 路 の 総 数 が 上 記 冷 却 回 路 の 総 数 以 上 と な る よ う に 除 霜 を 行 う よ う に し た も
の で あ る 。 具 体 的 に 、 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） は 、 ３ 台 の 利 用 側 回 路 （ 140,141,142） の う
ち の ２ 台 が 除 霜 回 路 と な り 且 つ １ 台 が 冷 却 回 路 と な る 運 転 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 　 冷 却 運 転 が 所 定 時 間 経 過 す る と 、 ま ず 、 第 ２ 及 び 第 ３ 利 用 側 回 路 （ 141,142） が 除 霜
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回 路 と な り 且 つ 第 １ 利 用 側 回 路 （ 140） が 冷 却 回 路 と な る 除 霜 運 転 が 行 わ れ 、 次 に 、 第 １
及 び 第 ３ 利 用 側 回 路 （ 140,141） が 除 霜 回 路 と な り 且 つ 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 141） が 冷 却 回 路
と な る 運 転 が 行 わ れ 、 第 １ 及 び 第 ２ 利 用 側 回 路 （ 140,141） が 除 霜 回 路 と な り 且 つ 第 ３ 利
用 側 回 路 （ 142） が 冷 却 回 路 と な る 除 霜 運 転 と が 行 わ れ る 。 こ こ で は 、 例 と し て 、 第 １ 及
び 第 ３ 利 用 側 回 路 （ 141,142） が 除 霜 回 路 と な る 除 霜 運 転 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
  　 こ の 除 霜 運 転 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 室 外 回 路 （ 40） 、 第 ２ 及 び 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 90
,180） 、 第 ２ 及 び 第 ３ ブ ー ス タ ユ ニ ッ ト （ 120,200） の 各 種 の 弁 は 、 上 記 実 施 形 態 ２ と 同
じ 状 態 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） の 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） は 全 開 状 態 に 設
定 さ れ る 。 ま た 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） で は 、 電 磁 弁 （ SV-4） が 開 の 状 態 に 設 定 さ れ
る 一 方 、 （ SV-5,6,7） が 閉 の 状 態 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　   ま た 、 室 外 回 路 （ 40） の 各 圧 縮 機 （ 41,42,43） 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） の 各 圧 縮
機 （ 121,122） 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） の 各 圧 縮 機 （ 101,102） が そ れ ぞ れ 停 止 さ れ る
一 方 、 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） の 各 圧 縮 機 （ 201,202） が そ れ ぞ れ 運 転 さ れ る 。 そ の 結 果
、 冷 媒 回 路 （ 20） で は 、 冷 媒 が 、 第 １ 及 び 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） で 凝 縮 し 、 第 ３ 冷
却 熱 交 換 器 （ 183） で 蒸 発 す る 冷 凍 サ イ ク ル が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 　 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） に お い て 各 圧 縮 機 （ 201,202） か ら 吐 出 さ れ た 冷 媒 は 、 第 ３
低 段 側 吐 出 管 （ 216） を 流 れ て ガ ス 連 絡 配 管 （ 32） に 流 入 し 、 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） 及
び 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） に 分 配 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 　 第 １ ブ ー ス タ 回 路 （ 100） で は 、 冷 媒 が 、 第 １ 低 段 側 吐 出 管 （ 116） の 途 中 か ら 第 １ バ
イ パ ス 管 （ 119） を 経 由 し て 第 １ 低 段 側 吸 入 管 （ 113） を 通 過 し 、 第 １ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 33
） を 介 し て 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） へ 流 入 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 　 第 １ 冷 凍 回 路 （ 80） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） を 流 れ た 後 に 、 全 開
状 態 の 第 １ 室 内 膨 張 弁 （ 82） を 通 過 し 、 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） を 流 れ て 液 連 絡 配 管
（ 31） に 流 入 す る 。 冷 媒 は 、 第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83） と 第 １ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 81） と を
流 れ て 付 着 し た 霜 や 氷 塊 の 除 霜 を 行 う 一 方 、 冷 熱 を 得 る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 　 一 方 、 第 ２ ブ ー ス タ 回 路 （ 120） で は 、 冷 媒 が 、 第 ２ 低 段 側 吐 出 管 （ 136） の 途 中 か ら
第 ２ バ イ パ ス 管 （ 139） を 経 由 し て 第 ２ 低 段 側 吸 入 管 （ 133） を 通 過 し 、 第 ２ ブ ー ス タ 連 絡
管 （ 34） を 介 し て 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） へ 流 入 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 　 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 90） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） を 流 れ た 後 に 、 全 開
状 態 の 第 ２ 室 内 膨 張 弁 （ 92） を 通 過 し 、 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） を 流 れ て 液 連 絡 配 管
（ 31） に 流 入 す る 。 冷 媒 は 、 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 93） と 第 ２ ド レ ン パ ン ヒ ー タ （ 91） と を
流 れ て 付 着 し た 霜 の 除 霜 を 行 う 一 方 、 冷 熱 を 得 る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 　 液 連 絡 配 管 （ 31） で 合 流 し た 冷 媒 は 、 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 190） に 流 入 す る 。 つ ま り 、 第
３ 冷 凍 回 路 （ 190） に は 、 第 １ 及 び 第 ２ 冷 凍 回 路 （ 80,90） の 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） で 冷
熱 を 得 た 冷 媒 が 流 入 す る 。 第 ３ 冷 凍 回 路 （ 190） へ 流 入 し た 冷 媒 は 、 第 ３ ド レ ン パ ン ヒ ー
タ （ 145） を 通 過 し た 後 、 第 ３ 室 内 膨 張 弁 （ 182） で 減 圧 さ れ て 第 ３ 冷 却 熱 交 換 器 （ 183）
を 流 れ る 。 冷 媒 は 冷 却 熱 交 換 器 （ 183） を 流 れ る 際 に 、 庫 内 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 し 、 庫
内 空 気 を 冷 却 す る 。 つ ま り 、 冷 媒 が 、 第 １ 及 び 第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,93） の 除 霜 で 得 た
冷 熱 を 、 第 ３ 冷 却 熱 交 換 器 （ 183） に お け る 庫 内 空 気 の 冷 却 に 利 用 し て 熱 回 収 を 行 う 。 そ
の 後 、 冷 媒 は 、 第 ３ ブ ー ス タ 連 絡 管 （ 35） を 介 し て 第 ３ ブ ー ス タ 回 路 （ 200） に 流 入 し 、
各 圧 縮 機 （ 201,202） に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
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　 　 － 実 施 形 態 ２ の 変 形 例 １ の 効 果 －
　 　 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ 除 霜 部 （ 260） が 、 上 記 除 霜 回 路 （ 140,141） の 総 数 が 、 上
記 冷 却 回 路 （ 142） の 総 数 以 上 と な る よ う に 除 霜 を 行 う よ う に し た た め に 、 上 記 冷 却 回 路
（ 142） の 冷 却 熱 交 換 器 （ 183） に は 、 該 冷 却 回 路 （ 142） の 総 数 以 上 の 除 霜 回 路 （ 140,141
） の 蒸 発 器 （ 83,93） で 冷 熱 を 得 た 冷 媒 が 流 れ る の で 、 冷 却 回 路 （ 142） の 冷 却 熱 交 換 器 （
183） に お け る 冷 却 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 　 － 実 施 形 態 ２ の 変 形 例 ２ －
　 　 実 施 形 態 ２ の 変 形 例 は 、 第 １ 除 霜 部 （ 260） が 、 運 転 状 況 に 応 じ て 、 除 霜 回 路 の 総 数
と 、 冷 却 回 路 の 総 数 と を 適 宜 調 節 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 　 具 体 的 に 、 実 施 形 態 ２ の よ う に 、 上 記 除 霜 回 路 （ 141） の 総 数 が 、 上 記 冷 却 回 路 （ 140
,142） の 総 数 以 下 と な る よ う に 除 霜 を 行 う と 、 除 霜 回 路 （ 141） の 冷 却 熱 交 換 器 （ 183） で
冷 媒 が 凝 縮 す る 凝 縮 圧 力 が 上 が り 、 冷 凍 サ イ ク ル の 高 圧 が 上 昇 す る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合
、 冷 却 回 路 （ 140,142） の 冷 却 熱 交 換 器 （ 83,183） に お け る 冷 却 能 力 が 低 下 す る お そ れ が
あ る 。 そ こ で 、 冷 凍 サ イ ク ル の 高 圧 値 に 基 づ い て 、 除 霜 回 路 と 冷 却 回 路 の 総 数 を 適 宜 決 定
し て 除 霜 運 転 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 　 ま た 、 除 霜 運 転 に お い て 、 除 霜 回 路 の 総 数 が 冷 却 回 路 の 総 数 以 下 に な る 除 霜 優 先 モ ー
ド と 除 霜 回 路 の 総 数 が 冷 却 回 路 の 総 数 以 上 に な る 冷 却 優 先 モ ー ド と を 選 択 で き る よ う に 構
成 し 、 冷 却 対 象 と な る 貯 蔵 物 な ど に よ っ て 何 れ の モ ー ド で 除 霜 運 転 を 行 う か を 適 宜 設 定 す
る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 冷 却 温 度 等 を 厳 密 に 管 理 す る 必 要 が あ る 場 合 は 、 冷 却
優 先 モ ー ド を 選 択 す る な ど し て 、 適 切 な 除 霜 運 転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 　 〈 そ の 他 の 実 施 形 態 〉
　 　 上 記 各 実 施 形 態 に つ い て は 、 以 下 の よ う な 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 　 上 記 各 実 施 形 態 の 冷 媒 回 路 （ 20） の 構 成 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 具 体 的 に 、 高 段 側 圧 縮
機 構 や 低 段 側 圧 縮 機 構 は 複 数 の 圧 縮 機 か ら 構 成 さ れ ず 、 １ 台 の 圧 縮 機 か ら 構 成 さ れ て い て
も よ い 。 ま た 、 冷 却 運 転 時 や 実 施 形 態 １ の 第 ２ 除 霜 運 転 時 に は 、 各 高 段 側 圧 縮 機 （ 41,42,
43） を 全 て 運 転 す る よ う に し て い る が 、 こ れ ら の 高 段 側 圧 縮 機 （ 41,42,43） の う ち の １ 台
又 は ２ 台 を 運 転 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 １ で は 、 室 外 回 路 （ 40） に 対 し て 利 用 側 回 路 （ 140,141） が ２ 台
並 列 に 接 続 さ れ て お り 、 実 施 形 態 ２ で は 、 室 外 回 路 （ 40） に 対 し て 利 用 側 回 路 （ 140,141,
142） が ３ 台 並 列 に 接 続 さ れ て い る が 、 室 外 回 路 （ 40） に 接 続 さ れ る 利 用 側 回 路 （ 140,141
,142） の 台 数 は 複 数 で あ れ ば よ く 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 室 外 回 路 （ 40） に ３ 台 以 上
利 用 側 回 路 が 接 続 さ れ た 冷 媒 回 路 に お い て 、 上 記 実 施 形 態 １ の よ う に 、 第 １ 除 霜 部 （ 260
） と 第 ２ 除 霜 部 （ 270） に よ る 除 霜 運 転 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 　 な お 、 以 上 の 実 施 形 態 は 、 本 質 的 に 好 ま し い 例 示 で あ っ て 、 本 発 明 、 そ の 適 用 物 、 あ
る い は そ の 用 途 の 範 囲 を 制 限 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ４ １ 】
　 　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 ２ 段 圧 縮 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う 冷 媒 回 路 を 備 え た 冷 凍
装 置 の 蒸 発 器 の 除 霜 運 転 対 策 に つ い て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 の 冷 媒 回 路 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 の 冷 却 運 転 中 に お け る 冷 媒 の 流 れ を 示 す 冷 媒 回 路 の 概 略 構
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成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 の 第 １ 除 霜 運 転 中 に お け る 冷 媒 の 流 れ を 示 す 冷 媒 回 路 の 概
略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 の 第 ２ 除 霜 運 転 中 に お け る 冷 媒 の 流 れ を 示 す 冷 媒 回 路 の 概
略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 ２ の 冷 凍 装 置 の 冷 媒 回 路 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 形 態 ２ の 冷 凍 装 置 の 除 霜 運 転 中 に お け る 冷 媒 の 流 れ を 示 す 冷 媒 回 路 の 概 略 構
成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 形 態 ２ の 変 形 例 １ の 除 霜 運 転 中 に お け る 冷 媒 の 流 れ を 示 す 冷 媒 回 路 の 概 略 構
成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ３ 】
　 　 10　  冷 凍 装 置
　 　 11　  室 外 回 路 （ 熱 源 側 回 路 ）
　 　 20   冷 媒 回 路
　 　 41　  第 １ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 高 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 42　  第 １ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 高 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 43　  第 ２ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 高 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 44　  室 外 熱 交 換 器 （ 凝 縮 器 ）
　 　 83　  第 １ 冷 却 熱 交 換 器 （ 蒸 発 器 ）
　 　 93　  第 ２ 冷 却 熱 交 換 器 （ 蒸 発 器 ）
    101  第 ２ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 低 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 102  第 ３ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 低 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 119  第 １ バ イ パ ス 管 （ バ イ パ ス 通 路 ）
　 　 121  第 ３ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 低 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 122  第 ４ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 低 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 140  第 １ 利 用 側 回 路 （ 利 用 側 回 路 ）
　 　 139  第 ２ バ イ パ ス 管 （ バ イ パ ス 通 路 ）
　 　 141  第 ２ 利 用 側 回 路 （ 利 用 側 回 路 ）
　 　 142  第 ３ 利 用 側 回 路 （ 利 用 側 回 路 ）
　 　 183  第 ３ 冷 却 熱 交 換 器 （ 蒸 発 器 ）
　 　 201  第 ４ 可 変 容 量 圧 縮 機 （ 低 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 202  第 ５ 固 定 容 量 圧 縮 機 （ 低 段 側 圧 縮 機 構 ）
　 　 219  第 ３ バ イ パ ス 管 （ バ イ パ ス 通 路 ）
　 　 260  第 １ 除 霜 部 （ 第 １ 除 霜 手 段 ）
　 　 270  第 ２ 除 霜 部 （ 第 ２ 除 霜 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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